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あらまし　ディ ペ ン ダビリテ ィ ケ
ース で使用されて い る用語を統一的に構成する規則の有用性を評価するために実施

し た適用評価例と そ の考察に つ い て 述べ る ．

キーワード　デ ィ ペ ン ダビ リテ ィ，デ ィ ペ ン ダビリテ ィ ケース，用語関係図

Aproposal　on 　a　rule 　to　construct 　a　word 　of 　Dependability　Case

Masanori　MATSUMURA † Yutaka　MATSUNO †† and 　Shuichiro　YAMAMOTO ††
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　　　　　　　　　　　　　　†School　of 　Engineering　Nagoya　University

　　　　　　　　　　　 Rlro−cho
，
　Chikusa−ku

，
　Nagoya

，
　Aichi

，
464−8601　Japan

　　　 ††Strategy　Ofice
，
　Information　and 　Communications 　Headquarters　Nagoya 　University

　　　　　　　　　　　 Riro−cho
，
　Chikusa−ku

，
　Nagoya

，
　Aichi

，
464−8601　Japan

E −mail ： †matsumuramasanori ◎e．mbox ．nagoya −u ．ac ．jp， ††｛matsu ，yamamotosui ｝◎icts．nagoya −u ．ac ．jp
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L は じ め に

　シ ステ ム開発 者は，シス テ ムの 開発 時や運用 時に，常 に正 し

い サ
ービス を 提供 す る よ う に努め るべ き で あ り，も し障害が

発生 し た 場合は シ ス テ ム 利 用者 を 満足 す る よ うに 対 応 す る 必

要が ある．しか し，シス テ ムが ディ ペ ンダブル （可 用性 ， 信 頼

性，安全性，一
貫性，保守性を満足 して い る こ と）で ない と，

開発時や 運 用時に 未知 の 障害が発生 した 場合 に シ ス テ ム利 用

者 へ 説 明が 不十分 に な り，
シ ス テム 開発 者 と しての 責任を 果 た

せない こ とがある，こ の こ とから，シ ス テム の ディ ペ ン ダビ リ

テ ィ を保証 し説 明責任を果た す こ とは，シス テ ム開発者 に とっ

て 重 要 で あ る．こ の 手 法の
一

つ に，デ ィ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス ［3】［2］（Dependability　case ，ア シ ュ ア ラ ン ケー
ス ［1］と も呼

ぶ）があ る．

　 しか し，デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス は，記述 さ れ る人，物，

活動等に 対する 関係性が明確で は ない とい う問題がある．用

語間の 関係は デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス に は 記述 しな い が，用

語 間の 関係 を知 らな けれ ば，デ ィペ ン ダビ リテ ィ ケース を 記述

は困難で ある．デ ィペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス に 記述 され る用語や

用 語 間の 関 係を明 確化す るた めに，用 語 関係図 ［41 同 （Word

Relationship　Diagrain）を 用 い て ディ ペ ン ダビ リテ ィ 用語 辞書

を構築す る，前 回の 発 表 ［5］で は，ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース

か ら用語関係図へ の 生 成規則 （D2W ），用語関係図か らデ ィ ペ

ン ダビリテ ィ ケースへ の生成規則 （W2D ）を提案 したが，十分

な評 価を行 うま では 至 らな か っ た．本稿で は，ディ ペ ン ダ ビ リ

テ ィ ケー
ス で 使用 され て い る用語 を統一

的に 構成す る D2W 生

成規則 ， W2D 生成規則 の 有用 性を評 価 す る ため に実施 した適

用評価例 とその 考察に つ い て述べ る．

　本 稿の 構成 は 次 の とお りで あ る，2 章 で は，用語関係図を説

明す る，3 章で は ， 前回 の 発 表で 提案 した 生成規則 の 問 題点を

述べ る．4 章で は，3章で 挙げた問題の 解決方法 と修正 した生

成規 則を 説 明す る．5 章 で は，4 章で 説明 した生 成規則を適 用

して 結果 を述べ る．6 章で は，本 稿につ い て の考察 を と課題 を

記 述 し，最 後 に ま とめ を述べ る．

2． 用語関係図

　ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス で は，記 述され る人，物，活動等

に 対 す る 用語 や 用語間の 関係を 明確に 記述 しな い，そ こ で，人，

物，活動等を 要素 と して その 要 素間の 関係 を ま とめた 図で あ る，

用語関係図を作成する，デ ィペ ン ダ ビ リテ ィ ケ
ー

ス の 用語や用

語間の 関係を明確に する こ とがで き る．その 結果，ディ ペ ン ダ

ビ リテ ィ ケー
ス の 記述 や理 解の 助 け とな る，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一61 −
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　用語関係図の 構成要素は表 1 で記述する 3 つ である．人，物，

活動等の 書か れ た ノードに 対 し，ノード間に 主要な 関係が あれ

ば実線矢印を 書 き，そ の矢 印 に関係 名を書 く．各 ノードに は矢

印がい くつ か 接続する こ とができる．

表 1 用語関係図要素の 記述法

構成要素 用語関係図 での 記述法 文中内に お ける記述法

ノ
ー

ド X ノ
ー

ド＜ X ＞

関係名 関係名 関係名 【X 】

矢印 → 矢印

3． 生成規則の問題点

　前回 の 発表 同 で は，ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス か ら用語 関係

図へ の 生成 規則 （D2W ），用語 関係 図か らディ ペ ン ダビ リテ ィ

ケ
ー

ス へ の 生成規則 （W2D ）を提案 したが，以下の ような課題

と問題 点があ る．

3．1D2W 生成規則の様々なディペ ン ダビリテ ィ ケ
ー

スノ
ー

　　　　ド文へ の 未対応

　ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース に記 述 して い る ゴール文は，「シス

テ ムは ディペ ン ダブル である．」 の よ うに安全性等を具体化する

よ うな記述 （type 　P ，ポジ テ ィ ブ性文章）や ，「ハ ザードに つ い

て対策 して い る．」 の よ う に危険性等 を具 体 化す る よ うな 記 述

（type　N ，ネガテ ィ ブ性文章）と分類で きる．しか しデ ィペ ン

ダ ビ リテ ィ ケー
ス で は，ゴール 「自動列車運 行装置 （ATS）が

設置 されて い る．」 の よ うに，安全 性，危 険性 で はな く，対 策 等

を具体化 して 記述す る 場合があ る，こ の よ うな ゴール文に 対す

る規則が存在 してい ない ．

　また，ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス に記述 してい る ス トラテ ジ

文は ，「想定 リス クに 基 づ き議論す る．1 の よ うに 分析結果に 基

づ き議論 を展 開 す る記述や 「プロ セ ス 毎 に分 けて確 認 す る．」 の

よ うに予 め定義された要素に 分解を展開する記述と分類で きる．

しか し，こ の よ うな ス トラ テ ジ文 に対す るそ れぞれ の規則 が 存

在 して い ない ．

3 ．2D2W 生成規則，　 W2D 生成規則適用 の 不
一

致性

　W2D 生 成規則を適用 して ，用語関係図か ら生成 した ディ ペ

ン ダビ リテ ィ ケース と元 の ディペ ン ダビ リテ ィ ケースを比較す

る こ とを行 っ た。比較の 結果，元の ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス

内に，コ ン テ クス トを接続 して い な い ス トラ テ ジが存在す る こ

とに よっ て，生成 したディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス が不適切な形

にな り，用語関係図内の
一部 の ノードと不 適切 な 関係 名や ノー

ドが接 続す る こ とが起 きた．こ の 原 因 に つ い て 述べ る，

D2W 生 成 規則 で は，あ る ス トラテ ジ に コ ン テ ク ス トが接 続

されて い なけ れ ば，用語 関係 図 もコ ン テ クス トの 用 語に相当す

るノードと関係名は 存在 しな い，つ ま り，ス トラテ ジの 分解理

由が記 述され て い な い とい うこ とにな り，そ の 部分の 用 語や 用

語 間の 関係が 瞹昧に な る．例 えば，ス トラテ ジ 「プ ロ セス を分

解 して議 論 す る．」 に コ ン テ クス ト 「プロ セ ス 定義表」 が 存在

しない 場合を 考え る，こ の 時，ス トラテ ジに 接続 して い る下位

ゴー
ル が 「メッ セ

ージを適切に 受け取れ る ．」 だ と，＜ プ ロ セス

〉 と〈 メ ッ セージ受信〉がどの よ うな関係で あるか は，分野 知

識がない と理解が難 しい ，

3．3D2W 生成規則 の パター
ン 分 類方法

　前回 の 発 表 同 で は，ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース に 記 述 し て

い る ノ
ー

ドを，D2W 生成規則の パ タ
ー

ン と して，各部位へ 分

類 した．しか し，分 類方法は未 定 義で あ り，どの よ うに各 ノー

ド部位に 分類す るか，複数の パ タ
ー

ン に 合致する部位で は どち

らの パ ター
ン と して 分類す る の か とい っ た 問題が 生 じた．

4． 適 用 規 則

　3章で は ，生成規則の 問題点を示 した．D2W 生 成規則，　 W2D

生成規則を 修正 した．4 章で は，問題点を解決す る ため に生 成

規 則 を修正 した，

　4 ．1　規則の修正箇所

　3章 で 挙げ た 3 つ の 問題 を 以下の 方法で 解決す る．

4，LlD2W 生成 規 則 の 様 々な ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース

　　　　　ノ
ー

ド文へ の 対応

　3．1．1 で 挙げた問題 を 解決す る た め に，ディ ペ ン ダ ビ リテ ィ

ケース に記述 してい る ゴール 文を以 下 の 3つ の タイ プに分類 し，

各規則に 従っ て用語関係 図を生成する．

　 ・　安全 性を具体化で きる 内容 （type 　P）

　 ・　危険性を具 体化で きる 内容 （type　N ）

　 ●　対策を具体化で き る 内容 （type 　C ）

　ま た，3．1．3 で挙げ た問題 を解決す るた めに，デ ィペ ン ダビ リ

テ ィ ケース に記 述 してい る ス トラ テ ジ文を以 下の 2 つ の タイプ

に 分類 し，各規則 に 従っ て 用語関係図を 作成す る．

　 ・　 分 析結 果 に基 づ き議 論 を展 開 す る内容

　 ●　 予 め定義された要素に分解を展開する 内容

4．1。2D2W 生 成規則 にお ける空 ノード追 加

　また，3．1．2 で 挙げた 問題を解決す るた めに，用 語 関係 図に

空 ノ
ードを生 成す る 規則を 導入する ，コ ンテ クス ト等が 無い 場

合，該 当箇所 に空 ノードを 作成 して お き，用語 関係図を 生成 し

て い く．最後 に 周りの ノ
ー

ドや 関係名から，空 ノ
ー

ドに 入るべ

き用語を推測 し，用 語や 用 語間の 関係を 明確に 記述する．

4。1．3D2W 生 成 規則 の パ ター
ン 分 類方 法 の 定義

　ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス に記 述 して い るノードのパ ターン

を，各部位へ 以下の よ うに分類する．こ れ らに分類 した の ち，

そ れ ぞれ の 生成規則を適用 す る．

パ ターン 1 議論展開部パ ターン

　ス トラ テ ジ文 「シ ス テ ム はデ ィペ ン ダブ ル で あ る．」の よ う

に，分析結果に 基づ き議論を展開す る 内容で記 述されて い る，

1 つ の ゴール と下位 に接続 して い るス トラ テ ジ （存 在 す れ ば，

ゴール と ス ト ラ テ ジに 接続 し て い る コ ン テ クス ト）の 部分

パ ター
ン 2 要素分解部パ ター

ン

　ス トラ テ ジ文 「シ ス テム の 構成要素 につ い て分ける．」 の よ う

に，予め 定義 された 要素 に分解を 展開す る 内容 で記述 され て い

る．1 つ の ゴー
ル と下位 に 接続 して い る ス トラテ ジ （存 在す れ

ば，ゴール とス トラ テ ジに 接 続 して い る コ ン テ クス ト），ス ト

ラテ ジの 下位 に接続 してい る 0個以 上の ゴール の 部分

パ ターン 3 証 拠部 パ ター
ン

　1つ の ゴール と下位に接続 して い るエ ビデ ン ス （存在すれば，

一62 一
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ゴール に接続 して い る コ ン テ クス ト） の 部 分

パ ターン 4　存在 部 パ ター
ン

　ゴー
ル 文が 「〜は存在する 」，「〜は確認 で き る」 の よ うに，

ゴール 文の 用語が存在する 内容 で 記述 さ れて い る．該当す る

ゴール と上位 に接続 してい る ス トラ テ ジ （存 在すれ ば，ゴール

に 接続 し て い る コ ン テ クス ト）の部分

　4．2 生 成 規 則

4．2．1D2W 生成規則

　 ・　 議論展 開部パ タ
ー

ン

　　（1）　 ゴールの 用語 「G 」 を抽出 し，ノー
ド＜ G ＞ とする，

　 ゴール 文 が Type 　P で あれ ば ，（2．1）へ 進む．ゴール 文が

　Type 　N であれ ば，（2，2）へ 進む．ゴール 文が Type 　C で あ

　 れ ば，（2．3）へ 進む

　　　（2．1）　 ノード＜ G ＞ からノー
ド〈 分析 〉 を関係名 【関

　　 係対象 】で接続す る．また，ノード〈危 険 な G ＞を 関係

　　 名 【状態制約】で 接続する．（3）へ 進む．

　　　（2，2）　用語 「G 」 か ら形容部分を 取 り除い た ノ
ード〈

　　 G ’
〉 を 生成 し，ノード〈 G ’〉 か らノード＜ G ＞ を 関係

　　 名 【状態制約】で接続す る．ノード〈 G ’

〉か らノード〈

　　 分析〉 を関係名 【関係対象】で 接続する．（3）へ 進む．

　 　 　 （2．3） 空 ノード〈 CM ＞ か ら ノード〈 G ＞ を 関 係 名

　　 【対策】で接続する．（2．1）へ 進む．

　　（3）　 ゴール の コ ン テ クス トが存在すれ ば，コ ン テ クス トの

　用 語 「G −C 」 を抽出し，ノード〈 G −C ＞ とす る，ノード＜

　 G −C ＞ か ら ノード＜ G ＞ を 関係名 【前提条件】で 接続する．

　　（4）　 ス トラテ ジに コ ン テ クス トが存在すれ ば，コ ンテ クス

　 トの用語 rs−C」 を抽出 し，ノード〈 S−C ＞ とす る．ス トラ

　 テ ジ に コ ン テ クス トが存在 しな け れ ば，空 ノ
ー

ド＜ S−C ＞

　 を 作 成す る．ノード〈 分 析 〉 か ら，ノード〈 C ＞ を 関係 名

　 【関係結果 】で 接続す る，また，ノード＜ X ＞か ら，ノード

　 ＜ S−C ＞ を 関係名 【
一
覧化 （変換）】 で 接続す る．

　　（5） 空 ノードがあ れば，用 語 関係図の ノードと関係名か ら

　 ノードを推測 し，記 述す る．

　　（6）　 ノ
ー

ド＜ S−C ＞ から関係名 【具体化】を接続する．

　 ・　 要素分解部パ ター
ン

　　（1） ス トラテ ジを 矢 印 で指 して い る ゴー
ル （以 下，上 位

　 ゴール）の 用語 rparentG」 を抽出し，ノ
ード〈 parentG ＞

　 とす る．

　　（2）　ノ
ー

ド〈 parentG ＞ か らノ
ー

ド〈 parentG 構成要素

　 〉 を 関係名 【分解】で 接続する，

　　（3） 上 位 ゴール に構成要素が 記述さ れ て い る コ ン テ クス

　 トが接続されてい れば，コ ン テ クス トの 用 語 「G−C」 を抽出

　 し，ノード〈 G −C ＞ とす る．ノード＜ G −C ＞か らノード〈

　parentG ＞ を関係名 【前提条件】で 接続す る，上位 ゴー
ル の

　 コ ンテ クス トが 存在 しなけれ ば，ノード〈 構 成要素一覧 〉 か

　 らノ
ー

ド〈 parentG ＞ を関係名 【前提条件】 で接続す る．

　　（4） ス トラテ ジか ら矢 印で 指 さ れ て い るす べ ての ゴール

　 （以下，下位ゴール ）の 用語 「childG 」 を抽出 し，それぞれ

　 ノード〈 childG ＞ とす る．

　　（5） ノ
ード〈 parentG 構成要素〉 か ら すべ て の ノ

ー
ド＜
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childG ＞ を関係名 【具体化】で 接続する ．

● 　 証 拠部 パ ターン

　（1）　ゴール の 用語 rG」 を抽出 し ， ノード＜ G ＞ とす る．

ゴール 文が TYpe 　P で あれば，（2．1）へ 進む．ゴー
ル 文が

Type 　N で あ れ ば，（2．2）へ 進 む．ゴール 文が Type 　C で あ

れ ば，（2．3）へ 進む

　　 （2．1）　ノ
ー

ド〈 G ＞ からノ
ー

ド〈 分析〉 を関係名 【関

　 係 対象】で接続す る．また，ノード〈 危 険な G ＞ を関係

　 名 【状態制 約 】で接 続 す る．（3） へ 進 む．

　　 （2．2） 用 語 「G」 か ら形容部分を取 り除い た ノード＜

　 G ’
〉 を生成 し，ノ

ー
ド〈 G ’

〉 からノ
ー

ド＜ G ＞ を関 係

　 名 【状 態制約 】で 接続す る，ノード〈 G ’
〉 か らノ

ード〈

　 分析 〉 を 関係名 【関 係対 象 】で接続 す る．（3）へ 進 む，

　　 （2．3） 空 ノ
ー

ド〈 CM ＞ からノ
ー

ド〈 G ＞ を関係名

　 【対策 】で接続す る．（2．1）へ 進む．

　（3）　 ゴール に コ ン テ クス トが存在すれ ば，（4）へ 進む，そ

うで な けれ ば，（5）へ 進む

　（4）　 コ ン テ クス トの用語 「C」 を抽出 して ，ノード＜ C ＞

とする，ノード〈 G ＞ （ま たは，ノード＜危険な G ＞）か

ら ノ
ー

ド〈 分析〉 を関係名 【関係対象】で 接続 し，ノ
ー

ド〈

分 析 〉 か らノード＜ C ＞ を 関係 名 【関係 結 果 】 で 接 続 した

後 ， ノード＜ G ＞か らノード〈 C ＞を 関係名 【
一

覧化 （変

換）】 で 接続す る．（5）へ 進む．

　（5）　ノード〈 C ＞ （ノード＜ C ＞ が存在 しなけれ ば，ノー

ド＜ G ＞ ）か ら，ノード＜ G ＞ の 対策を空ノード＜ A ＞ と

し，関係名 【対策】で 接続す る．

　（6）　 ゴール に接続 してい るエ ビデン ス の用 語 「E 」 を抽 出

す る，空ノ
ー

ド＜ A ＞ か らノ
ー

ド〈 E ＞ を 関 係名 【証 拠】

で 接 続す る．

　（7）　空ノードがあれ ば， 用 語 関係図の ノードと関係名か ら

ノードを推測 し，記述する．

・　 存在部パ ター
ン

　（1） 存在部 パ ターン 中のす べ ての ゴール か ら用語 rX」 を

抽出 し，ノ
ー

ド〈 X ＞ とする，

　（2） ス トラテ ジの 用語 「S」 を抽出 し，ノード〈 S ＞ と

す る．

　（3）　ノ
ード〈 X ＞ か ら矢印を示 して い き，ノ

ード〈 S ＞

まで た ど りつ くまで （3，1）を行 う，

　　 （3．1）　あるノード＜ A ＞ に 対 し，そ の 関係の あ るノー

　　ド＜ B ＞ を推測 し，そ の 用 語 とノ ード A を適当な関係名

　 で 接続する．

4．2．2W2D 生成規則

　（1） 用語関係図か ら トッ プゴール を定 め る．トッ プノード

を 用 い て，「X はデ ィペ ン ダブル で あ る．」 とい う命題 文 に書

き換 え，デ ィ ペ ン ダ ビリテ ィ ケー
ス の トッ プ ゴール とす る，

　（2）　 用語 関係図 か ら関 係名 【
一

覧 化 （変換）】，【分解 】を

分割探索する．関係名 【
一

覧化 （変換）】を発見 した場合

（3．1），関係名 【分解】を発見 した場合 （3，2）へ 進む．

　　 （3ユ）　 関係 名 【
一

覧化 （変換 ）】の 矢 印が 示 して い る

　 ノード＜ Y ＞ を 用 い て，「Y に 基づ き，分けて 議論 す る．」
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　 とい うス トラテ ジ を一
番新 し く作成 した ディ ペ ン ダビ リ

　 テ ィ ケース の上位 ゴー
ル に接続する．その ス トラ テ ジに

　 コ ン テ ク ス ト rY」 を接続す る．も し，ノード＜ Y ＞ が

　 ない ，も し くは ノード＜ Y ＞が示 してい るノードがなけ

　 れば，代わ りに
一

番新 し く作成 した上位 ゴール に ア ン デ

　 ベ ロ ッ プ ドを接続す る，（4）へ 進 む，

　 　（3．2）　 関 係名 【分 解】 の矢 印 が 示 して い る ノード〈 Y

　 ＞を 用い て ，
「Y に基づ き，分けて 議論する．」 とい うス ト

　 ラテ ジを
一
番新 し く作成 した デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー

ス

　 の 上 位 ゴール に 接続 す る．（4）へ 進 む．

（4） ノード〈 Y ＞が 示 して い る 1 つ 以 上の ノード〈 Z ＞

を 用 い て、「Z に つ い て 対策 してい る．」 とい う命題文に 書き

換え，デ ィペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス の サ ブゴール とす る．も し，

ノード〈 Y ＞ が示 して い る ノードが な けれ ば，代 わ りに ア

ン デベ ロ ッ プ ドを接続す る，

（5）　ノ
ー

ド＜ Y ＞ を示 して い る 矢印が あれ ば，そ れ らす

べ て の ノード〈 A ＞ にお い て，「A にお い て 適切 であ る （存

在 す る）．」 とい うサ ブゴール を さ らに 付加する，もし，ある

ノ
ー

ド＜ A ＞ か ら，探索 した際に 通っ た 矢印で な い 矢印が

出て い れ ば，（1）へ 進 む，そ れ以 外は ア ンデベ ロ ッ プ ドを接

続 して，（6）へ 進 む，

（6） 関係名 【対策】を発見す る まで （2）一（5）を繰 り返 す．

（7） 関係名 【対 策】を発 見 した場 合 は さ らに 探索 して い

き，関係名 【証拠】の 矢印が示 して い る ノ
ー

ド〈 E ＞ を用

い て ，「E」 とい うエ ビデン ス を最近作成 した ディ ペ ン ダビ リ

テ ィ ケース の 上位 ゴール に 接続す る．

5． 評 価 検 証

　5．1 方　　 法

4 章で 示 した W2D 生 成規則，　 D2W 生 成規 則 を評 価 す る た

め に，以下 の手順 で生 成 規則 の 適用 を行 う．

（1） ディペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス を W2D 生成規則を適用 し，

用 語 関係 図を作成する．

（2） 作 成 した用 語 関係 図 を W2D 生 成規 則 を適 用 し，デ ィペ

ンダビ リテ ィ ケース を作成する．

（3） 元の デ ィペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス と作成 したデ ィ ペ ン ダビ

リテ ィ ケー
ス を以 下 の 点で 比 較す る．

　　【1】 全体の 形

　　【2】　ノー
ドの 内容

　5．2 対　　 象

　対象は，以 下の 2つ の デ ィ ペ ン ダ ビリテ ィ ケー
ス （図 1，図

2） で あ る．

口 慧÷睾嶋 ；；認　　再呼早再呼匸早再，
蝕膨 靱 1螺 ：矯 筆

鰍 舞雪欝 ぎ
舞 《駕 翔 脚   鰤

  鯲 繕 iiiii纖 i｝

鬻靉鑛編鑷 主譲
垂躑 纐蜘麟 欄 賢蠶
輦遡 鰤 轍 ξ緯 ：鴛

」 夢輿麟 蹴 鵬

騾 論藤

口 翻 醸 峯籌敏　陣舮呼呼亭慝摩呼帛乱“囗 翻 嗤耀 i議i

蟠騾 i
槻 鑞 酵認島嫡 5魯

囗 瀰 舩 ¢蟹 駕 談　妃炉舵甲鷲蔦，窄陣呼申　炉
讎 懸鑄
劣 ¢ 醐 伽 脚 榔

鮒鰍 飆 旧纖鱒鵄

鋤 嬖澱 戯 導賦 蜜
騨 郷 獅 峯

8 嬲 蕪 li　 　 　 　 　 ρ 嚶 繍 1

嬲 購 簍　　　　　 津驪 塁
適讎 雛 鼈 ；　 　 　 　 　 　 　 　 馴 購 蹴 識 ：

ロ 羈 鱒 孅 i

鐶糶 鬟

口 轟 觝齢 灘　炉炉　，　，早　6亭炉慝炉

韈羅

　 　 o 聯 騾 繍 l　 　 　 　 　 　 o 蹴 驪 鵝

剿   鱗 蝋 繍 ；　 　 　 　 　 1  髓 孕 購 漏 姻 装1
燃 蹴 瓢 辜嬲 膿 　 　 　 　 　 　 糊 購 欝 轍 駕 1黙
飆 孅 鰍 潤 螺 糠 ；　 　 　 　 　 鋤 歟 働 郷 鰍 欝 窪鬻

黷 攤 繋iiiii　 　 靉爨 驪 li

図 1　対象 1；入退 出管理 シス テム 「出勤状況 確認機能」

図 2 対象 2 ：ニ ン ジ ン の 千切 りプ ロ セ ス

　5．3　結　　 果

　図 1，付 図 3 と，図 2，付 図 4 の デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィケー
ス

を 比較 した．結果は以下の 通 りで あ る．

【1】 全体の 形

　適用前の ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス より，適用後 の ディ ペ ン

ダ ビ リテ ィ ケー
ス の 方 が コ ン テ クス トノード数 は 増加 した．適

用 前に 記 述 して い る ス トラ テ ジ部分に コ ン テ ク トに 1 っ ずっ 接

続す る よ うに な っ た．

【2】 ノ
ー

ドの 内容

　適用 前 の ノード内容 よ り，適用 後の ノード内容が曖 昧 に記述

され る よ うに な っ た ，内容が 曖昧に なっ た ノ
ードは ゴール ，ス

トラ テ ジで あ る，

　ま た，ゴール ノ
ー

ドとス トラ テ ジノ
ー

ドの 内容が
一

部変化 し

た，表 2 の よ うに，対象 1 で の 内容が 変化 した ゴール ノードを

挙 げてい る，
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表 2　対象 1 ： ゴール ノ
ー

ド内容に対す る適用前後の比較

適用前 適用後

出勤状況確認機能は入力リス クに

つ い て ディ ペ ン ダブル で ある．
入力リス クにつ い て対策 して い る．

出勤状況確認機能は処理 リス クに

つ い て ディ ペ ン ダブル で あ る．
処理リス クに つ い て対策 して い る．

出勤状況確認機能は 出力 リス クに

つ い てディペ ン ダブル で ある，
出カリス クにつ いて対策 して い る．

会社員 の 出勤状況を D ．B よ り取

得する事がで きる．
出勤状況データ取 得失敗 につ い て

対策 してい る．
出勤状況確認 画 面 へ 情報を表示 す

る事がで きる．
出力状 況確認画 面へ の情報表示に

つ い て対策 して い る．

6． 考 察

　評価検証を行っ た結果，デ ィペ ン ダビ リテ ィ に記述 して い る

用語や用語 関係を 明確に す る こ とで ，ディ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー

ス に記 述 してい な い ノードを発見す る こ とが で き，用語関係図

を用 い る こ とは，ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス の整形に有用 であ

る．一
方，用語関係図か ら生 成 したデ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー

ス

ノードの 内容 が 曖 昧 にな る ため，ノードの 内容 が 適 当 であ るか

確認 する こ とが必要 とな る，こ れ に 基づ き，考察 と今後の 課 題

を述べ る．

　6．1　課題 1：ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケースノード記述の 自由度

　デ ィペ ン ダビ リテ ィ ケース は ゴール とス トラテ ジ の ノードに

は い ろい ろな形 で 記述する こ とが 可能で ある，例 え ば ゴール

ノードは ，
「シ ステ ム はディ ペ ンダブル であ る．」 とい っ た ディペ

ン ダブル で あるか とい う記述，「シ ス テ ム リス クに つ い て 対策 し

て い る．」 とい っ た リス ク対策 が で きて い るか とい う記 述，「サー

バーシ ス テ ムの バ ッ ク ア ッ プを行 っ てい る．」 とい っ た リス ク対

策を明記 してい る記述な ど，命題文で あれ ば 自由に記述可能で

あ る．しか し，こ の よ うに ゴール 内容の 文構造を統
一

しな けれ

ば，ディ ペ ン ダブル を確認 で きて い るか分か りづ ら い ．

　こ こ で 用語関係図を用い て，デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス に記

述 して い る 用語 や 用語間 の 関係を 明確 に し，記 述内容 の意味

を保 っ たまま文を変換で きる，例え ば，表 2 の ように ，すべ て

ゴー
ル 内容を 「リス クに 対 策 して い る．」 とい っ た変 換 が可 能 と

な る，

　現段階で は，ゴー
ル ノ

ー
ド内容の 変換パ タ

ー
ン がどの 程度存

在す る の か が不明で あ る た め，今後 も評価検証を行っ て い く必

要 があ る，

6．2 課題 2：D2W 生成規則での ディ ペ ン ダビリテ ィ ケ
ー

ス

　　　 ノ
ー

ドから用語切出 し規則の 提案

D2W 生成規則で は，ディペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス の ゴー
ル ノ

ー

ド，ス トラテ ジ ノードか ら重要 な 用 語 を
一

つ 切 り出 して，用語

関係図 の ノードに し てい た ．現段階で は その 切出し 方法は 「原

則 として，文中に 記述 され て い る名詞」 と してい た．しか しこ

の 規則のみ で切出 しを行うと，一
部の ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ

ー

ス か ら用 語関係図を生 成で き ない 場 合 が あ っ た．そ こ で そ の 原

因を明 確 に し，文か ら適切 な用 語 を切出す規則 を 提案す る 必要

がある，

　6．3　課題 3：用語関係図の 関係名 【状態制約】の 種類

　用語 関 係図の 関 係名 【状態制約】で は，あ る対象に 対 して 分

析を行 い ，そ こ で ノード〈 ○ ○ な対 象 〉 とい う用語 を 生成 して

い る．しか し，分析の 種類 （妥当性分析や 安全性分析など）に

よっ て，生成す る ノード （妥当な シ ス テム，危険な シ ス テム な

ど） は変 化す る．こ こ で，生 成す るノードが どの よ うな種 類 が

ある の か を調べ る 必要が ある．

　6．4　課題 4 ：規模が 十分大きい シス テム へ の生成規則適用

　生成規則を適用 した対象が規模 の 小さ い シ ス テム で あ り，十

分大 きい シ ス テ ム に 対 し て，生成規則 を適用 した結果 が どの よ

うに なるの か不明で ある，こ の こ とから十分大きい シ ス テム で

の 生成規則の適 用を行 う必 要が あ る．

　6，5　課題 5：生成規則における 自動生成可能箇所の 分析

　現在，用語関係図 ・デ ィ ペ ン ダビ リ テ ィ ケース 間の 自動生成

ツ
ール の 作成を 目指 して い るが，デ ィペ ン ダ ビ リテ ィ ケー

ス の

ゴール ノード内容の タイ プ判断等が自動化で きるか不 明 で ある，

どの 部分を手動で 入力 し，どの 部分が自動生成で き るか の 分析

を 行 う必 要 が あ る，

7． お わ り に

　本稿で は，前 回 の 発 表で 提案 したディ ペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス

か ら用 語 関係図 へ の 生成規則 （D2W ）と， 用 語 関係図 か らディ

ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス へ の 生成規則 （W2D ）の 適用評価を行っ

た．これ に よ リデ ィ ペ ンダ ビ リテ ィ ケースの 整形 や，ディ ペ ン

ダビ リテ ィ ケ
ー

ス に 記 述さ れ て い ない ノ
ー

ドの 追加に 有用 で あ

る こ と言 える．また，以 下 の 課 題 があ る こ とが分 か っ た，

　 ● 　 ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース ノード記 述の 自由度

　 ● D2W 生 成規則 で の デ ィペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス ノードか

ら用 語切 出 し規則 の 提案

●

●

●
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付 図 1D2W 生成規則を適用生成 した対象 1 の 用語関係 図
付図 2D2W 生成規則を適用 生成 した対象 2の 用語 関 係図
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付 図 4W2D 生 成 規則 を適 用 生成 した対 象 2 の デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ

付図 3W2D 生成規則を適用生成 した対象 1 の ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス

ケース
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